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適応車種 ランドクルーザー78 トゥループキャリア 07.01~ 

約1.0時間 
 

 

 

取付参考時間 
 

作業難度 
 

①  パーツ交換/取付                

②   車体加工あり            

③  専門知識が必要     

⑤     分解整備                      

必要工具 
 

ボックスレンチ（HEX12） 

メガネレンチ（HEX12） 

トルクレンチ 

ハサミ 

カッター 

潤滑油 

脱脂剤など 

リヤラダー取付要領書 

部品構成 

構成部品名称  数量  構成部品名称  数量  

① リヤラダー本体 
  ⑤ スポンジパッド 

  

② ブラケット 
  ⑥ 保護フィルム 

  

③ フランジ付ボルトM8-20 
  ⑦ 滑り止めテープ 

  

④ フランジ付ナットM8 
  ⑧ ラバースペーサー 

  

① ② 

③ ⑤ 

⑥ ⑦ ⑧ 

④ 

このたびはJAOS リヤラダーをお買い上げいただきまことにありがとうございます。 

本書はリヤラダーを取り付ける場合の要領と取り扱いについて記載しています。 

取り付け前に必ずお読みいただき、正しい取り付けを行ってください。 

＜ 作業後は本書を製品の使用者様にお渡ししていただき、使用者様は本書を大切に保管してください。 ＞ 
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【本紙は継続検査時に必要となる場合があります。車検証等と一緒に大切に保管してください】 

■お問い合わせ先 

注意事項 

商品名 ＪＡＯＳ リヤラダー 

品  番 B232241BBK 

車  種 トヨタ ランドクルーザー70 

年  式 2007.01- 

適  応 78【輸出トゥループキャリア専用】 

法令基準適合製品 

・経年変化、修理や改造、使用環境等により、本来の性能が失われた場合はこの限りではありません。 

・当製品は自動車メーカーが標準設定した車両への取付けに関し、道路運送車両の保安基準に適合しています。他製品との

組み合わせによる適合を保証するものではありません。 

当製品は自社検査において、以下の道路運送車両法及び道路運送車両法施行規則に該当し、 

それに適合している事を確認しています。 
 

○道路運送車両法 第19条 自動車登録番号標等の表示の義務 
  自動車は、国土交通省令で定めるところにより、第十一条第一項（同条第二項及び第十四条第二項において準用する場合を含

む。）の規定により国土交通大臣又は第二十五条の自動車登録番号標交付代行者から交付を受けた自動車登録番号標及びこ

れに記載された自動車登録番号を見やすいように表示しなければ、運行の用に供してはならない。  

○道路運送車両法施行規則 第7条 自動車登録番号標の取付け位置 
法第十一条第一項 （同条第二項 及び第十四条第二項 において準用する場合を含む。）及び第五項 並びに法第二十条第四項

の規定による自動車登録番号標の取付けは、自動車の前面及び後面の見やすい位置に確実に行うものとする。 

○道路運送車両法施行規則 第8条の2 自動車登録番号標等の表示 
法第十九条の規定による自動車登録番号標及びこれに記載された自動車登録番号の表示は、自動車の運行中自動車登録番号

が判読できるように、自動車登録番号標を自動車の前面及び後面の見やすい位置に確実に取り付けることによつて行うものとする。 
 

－ 表示内容の視認性の基準は以下の通達で定められています。 － 

○道路運送車両法及び関係政省令の一部改正に伴う登録業務及び軽自動車の届出関係業務の取扱いについて 
（昭和３８年１０月３日付け 自管第７６号） 

番号標の視認性が、次の基準に適合していること。 

・照度が一様に２００ルクス程度の場所で、地上１メートルの高さの位置に番号標を横長に保持した場合に、番号標から２０メートルの距

離をへだてて、番号標に正対した位置並びに番号標の中心点と観察者とを結ぶ線が、番号標の板面に対し左右それぞれ１５度及

び３０度の角度となる位置から番号標に表示された文字等が明瞭に識別できること。 

 

・暗夜又は暗室内において、地上１メートルの高さの位置に番号標を横長に垂直に保持し、番号標板面における照度を１０ルクスに照

明した場合に、番号標から２０メートルの距離をへだてて、番号標に正対した位置並びに番号標の中心点と観察者とを結ぶ線が、

番号標の板面に対し左右それぞれ１５度及び３０度の角度となる位置から番号標に表示された文字等が明瞭に識別できること。 

 

（注）視認性は、３人以上（奇数）の視力の正常な観察者によって確認すること。 

 

・ＣＡＤ設計時において、全ての視認角を検証。また、上記条件下での実測を行い、その条件を満足している事を確認した。 

要    件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検査方法 
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取付要領 

１．付属品の加工します 
※図中や文中の○数字は構成部品のナンバーを示しています。 

・保護フィルム⑥を左図の寸法にカットします。 

 

 

 Ⓐの1枚はドア下側の中央部に使用します。 

 Ⓑの2枚はドア下側の両端部に使用します。 

 Ⓒの3枚はドア上側に使用します。 

Ⓐ7.0cm × 30.5ｃｍ  

⑥ 

保護フィルム⑥をカットします 

滑り止めテープ⑦をカットします 

⑦ 

・滑り止めテープ⑦を下記の寸法（推奨値）にカットします。 

 23ｃｍ × 1枚 ： 上側の1段目に使用します。 

 28ｃｍ × 1枚 ： 上側から2段目に使用します。 

 31ｃｍ × 2枚 ： 下側の2段に使用します。 

 

推奨値の長さはステップの曲げ部分にかからない長さに

設定しています（10ｃｍほど余ります）。 

Ⓑ7.0cm × 14.0ｃｍ 

Ⓑ7.0cm × 14.0ｃｍ 

Ⓒ4.5cm × 16.5ｃｍ 

Ⓒ4.5cm × 16.5ｃｍ 

Ⓒ4.5cm × 16.5ｃｍ 

2．リヤラダー本体裏側にラバースペーサーとスポンジパッドを貼り付けます 

A 

B 

角R（矢印部）からスポンジパッドが出ないようにします。 

B（下側） 

スポンジパッド⑤（3枚使用） 

A（上側） 

半分にカットしたスポンジパッド⑤ 

（2枚使用） 

ラバースペーサー⑧ 

図を参照し、リヤラダー本体裏側にスポンジパッ

ド⑤とラバースペーサー⑧を貼り付けます。 

 
半分にカットする 
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3．保護シートを車体に貼ります 

・図のように窓枠のゴムモールに合わせて保護

フィルム⑥（Ⓒ×３枚）を重ねて貼ります。 

※上側が少し余るため、ドア裏面のコーキング部

分までカバーするように貼ってください。 

上側に保護フィルムⒸを貼ります 

・ドア下側の端部から5５㎜の位置に保護フィル

ム⑥（Ⓐ中央部×1枚＋Ⓑ両端部×2枚）を重

ねて貼ります。 

※下側が少し余るため、ドア裏面のコーキング部

分までカバーするように貼ってください。 

下側に保護フィルムⒶⒷを貼ります 

Ⓒ Ⓒ Ⓒ 

15mm 

ゴムモール 

保護フィルム⑥を重ね合わせる 

下側 ： 51cm以上にする 

5５mm 

矢印部はリヤラダー本体から若干はみ出すようにする 

Ⓑ Ⓐ Ⓑ 

保護フィルム⑥を重ね合わせる 

下側の保護フィルムを貼る位置は、右図のように

ナンバープレートの位置に合わせてリヤラダー本体

をあてがい、取り付け位置を確かめたあと保護フィ

ルムを上図のように貼り付けてください。 

4．リヤラダー本体を取り付けます 

・ナンバープレートの位置に合わせて、リヤラダー

本体①の上側フックをドアパネル上部に引っか

けます。 

 

・ドアパネル下部にブラケット②を引っかけ、リヤ

ラダー本体①のステー表側から押さえるように

配置します。 

 

・図のようにフランジ付ボルト③とフランジナット

④で仮締めします。 

 

・取り付け位置を再度確かめ、仮締め部を均等

に本締めします。 

[推奨締め付けトルク] 7~9 N・ｍ 

C 

C（下部取り付け断面図） 

スポンジパッド⑤ 

フランジ付ボルト（M8-20）③ 

フランジ付ナット（M8）④ 

リヤラダー本体ステー 

ブラケット② 

ド
ア
パ
ネ
ル 
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5．滑り止めテープをステップに貼り付けます 

ステップ正面 

ステップ上面 

・滑り止めテープ⑦をステップに貼り付けます。 

 

滑り止めテープはステップを正面と上から見

て、手前と奥側、左右のバランスが均等に

なるよう貼り付けてください（マスキングテー

プなどでマーキングすることを推奨します）。 

 

ステップの径は約69mmあり、滑り止めテー

プは幅が35mmあるため、ステップのほぼ

半分を滑り止めテープでカバーすることが

できます。 

 

滑り止めテープは基材がアルミでできてい

るため、ステップの形状に合わせてよく馴染

ませながら貼り、しっかり圧着してください。 

装着状態の確認 

装着後には必ず取り付け確認を行ってください。 

ボルト類の締め付け忘れなどにより本体が脱落する恐れがありたいへん危険です。 

・全体の組み付けが完了したらリヤラダーを揺さぶり、異音がしないことを確認してください。 

・各ボルトの締め付け部をもう一度締め付け、増し締めされていることを確認してください。 

使用時の注意 

当製品の使用耐荷重はバックドア全閉時に80ｋｇです。 

バックドア解放時の使用や、手前側に大きな力（引っ張る力）を絶対にかけないでください。 

ドアパネルやヒンジ部の破損、それによる使用者の落下・転倒などの大きな事故が起こるお

それがありたいへん危険です。また、ドアフレームの変形による雨漏れの原因になる可能性も

あるため注意してご使用ください。 

第2版 

初版 

2023年5月23日 

2020年6月17日 

23cm × 1枚 

28cm × 1枚 

31cm × 2枚 

滑り止めテープ⑦ 

貼り付け断面図 

ステップ正面 


